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1日本原子力研究開発機構 
 

原子力機構が進める熱化学水素製造法 IS プロセスの研究開発において、実用工業材料製の水素製造試験

装置の反応器（硫酸分解器、HI 分解器、HI 濃縮器、ブンゼン反応器）それぞれに関して、安定した連続水

素製造に不可欠な原料供給速度と生成物生成速度の関係を示すデータ取得を完了した。 
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1. 緒言 

 原子力機構では、固有の安全性を有し多様な産業利用が見込まれる高温ガス炉の熱利用技術の 1 つとし

て、熱化学水素製造法 IS プロセスの研究開発を進めている。現在、IS プロセスの実用化に向け、プラント

全系に実用工業材料を用いた試験装置を製作し連続水素製造試験を進めている[1, 2]。本報では、安定した

連続水素製造に不可欠な反応器の性能評価試験について報告する。 

 

2. 反応器性能評価試験 

2-1. 目的及び試験概要 

IS プロセスは 3 つの化学反応から構成される閉サイクルプロ

セスであり、安定した水素製造を行うために、各反応工程の処

理速度を制御して全体でバランスさせる必要がある。各反応の

処理速度は、原料供給速度を操作して調整する必要がある。そ

こで、処理速度制御が必要な 4 つの反応器（硫酸分解器、HI 分

解器、HI 濃縮器、ブンゼン反応器）について、それぞれの原料

供給速度を変化させ、生成物生成速度との関係を明らかにした。 

2-2. 試験結果 

硫酸分解器、HI 分解器、HI 濃縮器に関して、各反応器への供

給流量と反応生成量の関係を示す物質収支データを取得した。いずれも、両者が比例関係にあり、反応器

ごとに処理速度調整が可能であることを確認した。図 1 に一例として示した HI 分解器の結果では、HI 供

給流量に比例して水素生成速度が増加しており、HI 供給量により水素製造量を制御可能であることを示し

ている。また、ブンゼン反応器においては、供給された SO2 ガスの全量が反応で消費され、反応収率が 1

であることを確認した。以上により、各反応器の処理速度調整が可能であることを確認して性能評価試験

を完了し、次段階である 3 工程を連結した工程統合試験へと移行した。 
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HI分解反応：

2HI → H2 + I2

分解温度： 500℃

図１ HI 供給流量と水素生成速度の関係 
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